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平成２６年度 平成２５年度 差引額 伸び率

当初予算額 当初予算額

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ／Ｂ

5,912,666 5,843,552 69,114 1.2

596,382 578,653 17,729 3.1

3,540,599 3,429,352 111,247 3.2

2,051,347 2,001,554 49,793 2.5

12,972 12,972 0 0.0

3,986 3,986 0 0.0

1,790,038 1,706,649 83,389 4.9

収 益 的 収 入 1,461,382 1,293,982 167,400 12.9

収 益 的 支 出 1,346,245 1,283,540 62,705 4.9

資 本 的 収 入 167,002 136,002 31,000 22.8

資 本 的 支 出 443,793 423,109 20,684 4.9

31,327,990 30,086,718 1,241,272 4.1

平成２６年度 向日市当初予算（案）

（単位：千円、％）各会計の予算規模

一 般 会 計 16,510,000 910,000 5.517,420,000

物 集 女 財 産 区
特 別 会 計

計

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

下 水 道 事 業
特 別 会 計

大 字 寺 戸 財 産 区
特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計
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（ ）

重 点 区 分 Ⅰ 市民サービスの向上

担 当 部 課 市民生活部 防災安全課

財 源 内 訳

国・府 地方債

4,200

その他 一般財源

総 事 業 費

千円4,200事 業 費

―

【平成２６年度事業に係る提言書の内容】

○向日市地域公共交通会議の設置
提言した取り組みの実現に向けては、各関係者との協議・調整

等を行い、合意形成を図りながら進めていく必要があることから、
【(仮称)向日市地域公共交通会議】の設置を提案します。

○当面の対応として検討委員会で合意形成された「短期的な取り組
み案」
①生活交通の維持・確保
・既存ストックの有効活用 → 既存バス路線の再編による対応

②安心・安全な走行環境への改善
・北部開発に伴う周辺道路の供用による路線バス運行ルートの
検討

③既存路線バスの利用促進
・モビリティ・マネジメントや情報提供(広報誌等)
イベント等による意識の醸成等

※｢向日市における公共交通のあり方等に関する提言書｣は、平成２５
年７月に｢向日市地域公共交通検討委員会｣から提出されています。

事 業 内 容

新規

事 業 名 地域公共交通支援事業

費 目 款 総務費 項 総務管理費 目 交通安全対策費

○平成２６年度における具体的な取り組み

「向日市地域公共交通会議」において、「短期的な取り組み案」を
中心に協議・検討いただき、その実施に向けた経費を計上します。
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担 当 部 課 総務部 総務課、市長公室 企画調整課、市民生活部 防災安全課

Ⅲ 防災・減災対策

事 業 内 容

Ⅰ 市民サービスの向上
重 点 区 分

財 源 内 訳

国・府 地方債

2,000

その他 一般財源

総 事 業 費

千円2,000事 業 費

51,000千円（14か月予算）

市民体育館は、熱中症を防ぎ、市民の皆様がスポーツを快適な環境で
行っていただける施設として整備することが必要です。加えて、市内で
最も多く集まることができる避難所で、夏、冬には空調なしでの避難生
活は負担が大きくなります。
市民の皆様に快適に利用していただけるよう、空調設備を設置するな

ど施設を整備し、市民サービスの向上に努めます。

○平成２６年度 空調整備実施設計
太陽光発電・蓄電池整備工事

○平成２７年度 空調整備工事

新規

事 業 名 市民体育館整備事業

費 目 款 総務費 項 総務管理費 目 市民体育館費

＜国の平成２５年度補正予算を活用した補正予算＞
○空調設備実施設計

事業費： 13,000千円
財 源： 国庫 5,200千円

○太陽光発電設備整備（10.5Kw）
○蓄電池整備（16.9Kw）

事業費： 36,000千円
財 源： 府補助金 36,000千円
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（ ）

担 当 部 課 健康福祉部 地域福祉課

Ⅳ 福祉・子育ての充実

市民の皆様や福祉関係団体の皆様に、福祉会館をより快適に利用して
いただけるよう、また災害時のボランティア受け入れ等の拠点となるよ
う、社会福祉協議会と連携して施設の整備を行います。

○情報発信の充実などにより市民サービスを向上

・初めて訪れた方にも分かりやすい館内表示の整備
・催しや相談事業などの情報を発信する案内板の設置
・情報共有・交流を促進するコミュニティボードの設置

○災害時の活動拠点としての機能を強化

・災害時に活動拠点として機能するよう、空調機器を更新
・非常時にも電力を確保できるよう、太陽光パネルを設置

○市民の皆様や福祉団体の皆様が気軽に利用できる施設に

・市民の皆様の憩いの場、福祉団体の交流の場となるよう、２階ロ
ビーを整備

・福祉団体の活動拠点として市民談話室を整備
・熱中症対策のクールスポットとして利用していただけるよう、空
調機器を更新（再掲）

事 業 内 容

Ⅰ 市民サービスの向上

Ⅲ 防災・減災対策重 点 区 分

財 源 内 訳

国・府 地方債

400

その他 一般財源

7,800 24,500

総 事 業 費

千円32,700事 業 費

―

新規

事 業 名 福祉会館整備事業

費 目 款 民生費 項 社会福祉費 目 福祉会館費
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（ ）

重 点 区 分

コミュニティセンター費
地区公民館費

事 業 内 容

新規

事 業 名 地区公民館等整備事業

費 目 款
総務費
教育費

項
総務管理費
社会教育費

目

財 源 内 訳

14,800

その他 一般財源

総 事 業 費

千円14,800事 業 費

―

市民活動の拠点となっている地区公民館等のより一層の市民サービス
の向上を図るため、地区公民館の空調を全館一斉に更新し、快適な環境
整備を行い、市民相互の連帯と市民文化の向上を促進する場所としての
更なる活性化を図ります。
また、災害時には地域の防災拠点や避難所となるため、避難所施設と

してのより一層の防災力強化につなげ、防災対策に万全を期します。

○向日市地区公民館の空調整備（年間約45,000人が利用）
物集女、寺戸、森本、鶏冠井、上植野の全地区公民館

＜主な活動内容＞
健康講座、園芸講座 など

国・府 地方債

Ⅲ 防災・減災対策

Ⅰ 市民サービスの向上

担 当 部 課 教育部 中央公民館、市民生活部 市民参画課

寺戸公民館での活動の様子（剪画教室）
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（ ）

担 当 部 課 総務部 総務課

重 点 区 分 Ⅰ 市民サービスの向上

市役所庁舎は昭和４５年に建築され、４０年以上が経過しています。
市民の皆様にとって、できる限り利用しやすい施設となるよう機能強

化を図り、現在の施設の中で市民目線での市役所改修を行い、市民サー
ビスの向上に努めます。

○庁舎の利便性を高めます
・本館⇔別館⇔西別館をつなぐ連絡
通路の整備

・来庁者用駐車場・駐輪場の整備

○市民の皆様への案内を充実します
・庁舎案内板の改良
・窓口ロビーにデジタルサイネージ
の設置

・啓発塔のリニューアル

○バリアフリーの一層の充実に努めます
・点字案内板の設置
・本館⇔別館の２階連絡通路に自動
ドアを設置

○相談しやすい環境づくりに努めます
・窓口カウンターに間仕切りを設置
・窓口用発券機・呼出表示器の設置

事 業 内 容

財 源 内 訳

国・府 地方債

25,000

その他 一般財源

10,000 85,000

総 事 業 費

千円120,000事 業 費

―

新規

事 業 名 市役所庁舎整備事業

費 目 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費

本館

別館

西別館

公用車
駐車場

渡
り
廊
下

※イメージ

※窓口カウンターのイメージ
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（ ）新規

事 業 名 文化資料館開館３０周年記念事業

費 目 款 教育費 項 社会教育費

総 事 業 費

千円45,000事 業 費

―

事 業 内 容

教育環境の充実

Ⅰ 市民サービスの向上

目

28,900

資料館費

重 点 区 分

財 源 内 訳

国・府 地方債

16,100

その他 一般財源

開館３０周年を記念して、特別展を開催するとともに、常設展・収蔵
庫などの整備を行い、市民サービスの向上を図ります。

Ⅱ

担 当 部 課 教育部 文化資料館

Ⅱ リフレッシュ事業
・常設展示改良(照明器具、展示造作ほか)

・施設改良(エントランス・受付ほか)

古代の都・長岡京の中心であった
ことを情報発信

Ⅲ 収蔵庫改良事業
・収納設備更新(収蔵庫・資料室・倉庫)

収納環境の改善
歴史資料の適切な保管、活用促進

Ⅰ 30周年記念特別展示事業
・長岡宮遷都1230年・発掘60周年記念展

・「昭和の向日町と文化人展(仮)」
・30周年記念展示関連イベントの開催

（高校生との連携）

歴史資料の公開・活用
まちの歴史を伝え、愛着を育みます

玄関自動ドアに朱雀門
などのデザイン

古代の復元衣裳を着て
ボランティアが展示案内
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（ ）

Ⅱ 教育環境の充実

担 当 部 課 教育部 図書館

重 点 区 分
Ⅰ 市民サービスの向上

6,100

事 業 内 容

開館３０周年を記念して、図書の充実及び全ての方が利用しやすいエ
レベーターのリニューアル等の環境整備を行い、市民サービスの向上を
図ります。

総 事 業 費 ―

財 源 内 訳

事 業 費 19,600 千円

国・府 地方債 その他 一般財源

13,500

新規

事 業 名 図書館開館３０周年記念事業

費 目 款 教育費 項 社会教育費 目 図書館費

児童室と雑誌コーナーの書架配置換え
とテーマ架の増設

・バリアフリー機能の充実
・地震停電時の着床機能
・ドアセンサー等防災機能
・表示改良

◆学校支援用図書の整備
◆遷都1230年記念・

長岡宮跡関係図書コーナー設置

図書館資料の充実

読書環境のリフレッシュ
◆エレベーターリニューアルによる安全性

と利便性の向上
◆書架配置換えによる読書環境の向上

テーマと利用状況に沿った図書の整備

図書館エレベーター
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（ ）

重 点 区 分 Ⅰ 市民サービスの向上

担 当 部 課 市民生活部 環境政策課、建設産業部 道路整備課

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他 一般財源

6,300

総 事 業 費

千円6,300事 業 費

―

清潔で美しいまちづくりは、市民共通の願いであり、市民一人ひとり
が守るべきモラルやマナーを再認識し、行動していかなければなりませ
ん。
本市では、市民や事業所の皆様とともに、快適で住みよい生活環境の

保全のため、モラルとマナーの向上を図り、ポイ捨てや犬ふん放置の抑
制、道路美化等に努めます。

○清掃パトロールの実施
主に、ポイ捨て及び犬ふんの放置について、清掃パトロール活動

を行い、必要に応じて看板を設置し、清潔で美しいまちづくりを広
く市民の皆様に呼び掛けていきます。

○道路の美化
道路清掃等の維持管理作業などを行い、良好な道路環境の保全を

図ります。

○(仮称）まち美化クリーン会議の開催
まち美化に関する取組について、市民の皆様や事業所などと協議

し、清潔で美しいまちづくりを推進します。

事 業 内 容

拡大

事 業 名 まち美化推進事業

費 目 款
衛生費
土木費

項
保健衛生費
道路橋梁費

目
環境衛生費

道路橋梁維持費

ごみゼロ・向日市一斉クリーン作戦の様子
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（ ）

担 当 部 課 建設産業部 道路整備課

事 業 内 容

財 源 内 訳

国・府 地方債

33,000

その他

目 道路新設改良費

＜主な事業＞

○駅を核とする幹線道路都市基盤整備事業

○道路利用者安全対策事業

○生活道路整備事業

Ⅳ 福祉・子育ての充実

総 事 業 費

千円461,700事 業 費

561,700千円（14か月予算）

一般財源

235,300 193,400

継続

事 業 名 道路整備事業【総括表】

費 目 款 土木費 項 道路橋梁費

重 点 区 分
Ⅱ 教育環境の充実

Ⅲ 防災・減災対策

Ⅰ 市民サービスの向上

＜国の平成２５年度補正予算を活用した補正予算＞
事業費 100,000千円
財源：国庫 52,800千円 市債 43,200千円

○通学路安全対策事業

○橋梁長寿命化修繕事業
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（ ）

担 当 部 課

事 業 内 容

駅周辺道路の拡幅整備を推進することで、歩行者や車両通行の安全を
確保します。また、駅への利便性を高め、中心市街地等の活性化を図る
ことにより、にぎわいや活力のあるまちづくりを進めます。

防災・安全社会資本整備交付金及び社会資本整備総合交付金により実
施します。

建設産業部 道路整備課

重 点 区 分

Ⅳ 福祉・子育ての充実

Ⅲ 防災・減災対策

Ⅰ 市民サービスの向上

財 源 内 訳

事 業 費 329,400 千円

国・府 地方債 その他

167,300

道路橋梁費 目 道路新設改良費

総 事 業 費 ―

139,600 22,500

Ⅱ 教育環境の充実

一般財源

継続

事 業 名 駅を核とする幹線道路都市基盤整備事業

費 目 款 土木費 項

整備する事業
○寺戸幹線１号拡幅整備（寺戸町修理式他地内）
○市道第２０１３号線拡幅整備（寺戸町三ノ坪他地内）
○市道第２０８７号線拡幅整備（寺戸町小佃他地内）
○市道第３０３１号線拡幅整備（森本町野田他地内）
○桜並木保全及び西向日周辺道路整備事業（上植野町南開他地内）
○沿道緑化促進事業

寺戸幹線１号
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（ ）

担 当 部 課

事 業 内 容

通学路等において、側溝の蓋掛けやガードレール等の交通安全施設の
設置等により、すべての道路利用者が、安心・安全で快適に利用できる
道路整備を進めます。

防災・安全社会資本整備交付金により実施します。

建設産業部 道路整備課

重 点 区 分

Ⅳ 福祉・子育ての充実

Ⅰ 市民サービスの向上

Ⅲ 防災・減災対策

財 源 内 訳

事 業 費 98,000 千円

国・府 地方債 その他

53,900

目 道路新設改良費

総 事 業 費 198,000千円（14か月予算）

39,600 4,500

一般財源

Ⅱ 教育環境の充実

継続

事 業 名 道路利用者安全対策事業

費 目 款 土木費 項 道路橋梁費

整備する事業
○通学路安全対策事業
○バリアフリー基本構想に基づく道路特定事業
○自転車利用安全対策事業

＜国の平成２５年度補正予算を活用した補正予算＞
事業費 100,000千円
財源：国庫 52,800千円 市債 43,200千円
○通学路安全対策事業
○橋梁長寿命化修繕事業

物集女寺戸幹線
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（ ）

建設産業部 道路整備課

事 業 内 容

市民に最も密着した生活道路において、老朽化した側溝の整備や水路
の暗渠化、舗装改良を計画的に進め、歩行者の安全と交通の円滑化を図
ります。
また、私道の整備に対して補助を行います。

防災・安全社会資本整備交付金、地籍整備推進調査費補助金により実
施します。

重 点 区 分 Ⅰ 市民サービスの向上

担 当 部 課

14,100 14,200 6,000

一般財源

総 事 業 費 ―

財 源 内 訳

事 業 費 34,300 千円

国・府 地方債 その他

継続

事 業 名 生活道路整備事業

費 目 款 土木費 項 道路橋梁費 目 道路新設改良費

整備する事業
○生活道路整備事業

市道第２１３５号線整備（鶏冠井町荒内他地内）
市道第４０１１号線整備（鶏冠井町祓所他地内）

○舗装改良事業
市道第１００４号線他（物集女町北ノ口他地内）

○地籍測量調査事業
○私道整備補助事業（補助率８５％）

生活道路整備
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（ ）

担 当 部 課 教育部 教育総務課

Ⅲ 防災・減災対策

災害時における児童の安全を最優先とし、耐震化事業に積極的に取り
組み、平成２６年度末の耐震化事業の１００％完了を目指します。
体育館の耐震補強工事は構造部分だけでなく、つり天井など非構造部

材の落下防止対策も同時に行い、より一層、児童の学習の場としてや災
害発生時の地域住民の避難場所としての役割を果たせるようにします。

○２棟の耐震補強工事
・第２向陽小学校体育館
・第３向陽小学校体育館

＜国の平成２５年度補正予算を活用した補正予算＞
事業費 623,000千円
財源：国庫 120,063千円 市債 502,600千円

○５棟の耐震補強工事
・向陽小学校中・南校舎
・第４向陽小学校南校舎西
・第４向陽小学校体育館
・第５向陽小学校体育館

○防災機能強化事業
体育館の非構造部材点検
・向陽小学校 ・勝山中学校
・第６向陽小学校 ・寺戸中学校

耐震補強等整備総事業費：３１億１５百万円
（平成２０～２６年度）

※耐震化率の推移
２８．９％（平成２０年) → １００％（平成２６年度末）

（見込み）

事 業 内 容

財 源 内 訳

国・府 地方債

50,240

その他 一般財源

52,460 137,300

小学校費
中学校費

目 学校管理費

総 事 業 費

千円240,000事 業 費

863,000千円（14か月予算）

重 点 区 分
Ⅱ 教育環境の充実

継続

事 業 名 学校施設耐震補強事業

費 目 款 教育費 項
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（ ）

重 点 区 分 Ⅱ 教育環境の充実

担 当 部 課 教育部 教育総務課

財 源 内 訳

国・府 地方債

9,478

その他 一般財源

2,222 20,400

総 事 業 費

千円32,100事 業 費

210,100千円（14か月予算）

夏場における児童の健康管理と学習環境の向上のため、小学校に空調
機器を設置し、小中学校９校すべてのエアコン整備について、平成２６
年度中の１００％完了を目指します。
また、教育環境の更なる向上を図るため、トイレ改修に向けた取組を

進めます。

＜国の平成２５年度補正予算を活用した補正予算＞
事業費 178,000千円
財源：国庫 60,597千円 市債 99,800千円

○エアコン整備工事
・向陽小学校
・第４向陽小学校

エアコン整備総事業費：７億７百万円（平成２４～２６年度）

○学校施設トイレ改修整備基本調査
学校施設は、約９０％が建築後２５年を経過しており、トイレに

ついては和式が大部分を占めています。（洋式化率約２２％）
洋式が普及している現代の生活スタイルに合わせ、子どもたちが

安心して快適な学校生活を送れるよう、平成２６年度は、現状を把
握するとともに、改修に向けた基礎的な調査を行います。

事 業 内 容

継続

事 業 名 学校施設環境整備事業

費 目 款 教育費 項
小学校費
中学校費

目 学校管理費
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（ ）拡大

事 業 名 特別支援教育充実事業

費 目 款 教育費 項 小学校費 目 教育振興費

財 源 内 訳

事 業 費 7,600 千円

国・府 地方債 その他 一般財源

7,600

事 業 内 容

１ 目 的

小学校の通常学級に在籍する、特別な教育的支援が必要な児童に対し
て、その教育的ニーズを踏まえ、支援員による学習や生活への支援を行
い、児童が豊かに学ぶ学習環境の充実により、学力の充実向上に努めま
す。

２ 内 容

○児童の実態に応じた特別支援教育支援員の配置を行います。

○小学校での全ての学習時間に配置時間を拡大し、よりきめ細やか
な支援を通して学力の充実向上を図ります。

小学校での配置時間を１．５倍に拡大
（週１２０時間 → 週１８０時間）

＜特別支援教育支援員の役割の例＞
・教室での学習や集団での行動で支援が必要な児童の実態に応じた
個別の支援による学習の充実

・学習内容を何回も繰り返し分かりやすく指導するなどの学習支援
・学習場所の移動や実技、実験などにおける安全の確保
・給食やトイレの介助など日常生活上の支援

総 事 業 費 ―

教育環境の充実

担 当 部 課 教育部 学校教育課

重 点 区 分 Ⅱ

13



（ ）

地方債 その他

4,500

拡大

事 業 名 特色ある学校づくり支援事業

費 目 款 教育費 項
小学校費
中学校費

目 教育振興費

総 事 業 費 ―

財 源 内 訳

事 業 費 4,500 千円

国・府 一般財源

事 業 内 容

＜平成２５年度の取組事例＞

１ 目 的

自主的な教育活動による特色ある学校づくりを目指すため、各学校が
地域との連携による伝統や文化についての体験的な学習や、専門家によ
る知的好奇心を育む学習などを行います。
また、教員研修による学習指導の充実により、学力の向上、豊かな人

間性、健康や体力などの｢生きる力｣を育み、地域に愛着を持ち、「ふる
さと向日市から世界に羽ばたく子ども」の育成を図ります。

２ 内 容

各学校が児童生徒の実態を踏まえ、教員以外の社会人講師などによる
教育活動や地域との連携による体験活動及び教員・保護者を対象とした
研修会・講演会等を実施します。

＜対象事業＞
・学力の向上を図る事業
・伝統文化に対する愛着や誇りを育み、豊かな人間性を育成する事業
・健康安全教育の充実を図る事業 など

担 当 部 課 教育部 学校教育課

重 点 区 分 Ⅱ 教育環境の充実

旭米栽培プロジェクト（第２向陽小学校）理科学習（第６向陽小学校）

14



（ ）新規

事 業 名 史跡長岡宮跡 大極殿を生かしたまちづくり事業

費 目 款 教育費 項 社会教育費 目 文化財保護費

総 事 業 費

千円376,000事 業 費

―

事 業 内 容

359,400 10,696

担 当 部 課 教育部 文化財調査事務所

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他 一般財源

5,904

重 点 区 分 Ⅱ 教育環境の充実

平成２６年は、長岡宮遷都１２３０年にあたり、住宅地の中に点在す
る史跡長岡宮跡を拡大し、「大極殿を生かしたまちづくり」を推進しま
す。

○史跡長岡宮跡史跡等拡充・一体化
大極殿公園と北大極殿公園を一体

的に整備し、朝堂院公園と連携した
新たな活用を図ります。

平成２６年度中公有化率 ５１％

○史跡長岡宮跡情報発信
平成２５年度に実施した長岡宮復

元・体感事業を更に拡充します。

史跡長岡宮跡史跡等拡充・一体化総事業費
１３億７０百万円

（昭和５５～平成２６年度）

向日市史跡指定面積 14,000㎡

平成25年度末公有化面積 5,600㎡

平成26年度公有化予定面積 1,600㎡

平成２６年度大極殿跡一体化予定地

15



（ ）新規

事 業 名 防災対策拡充事業

費 目 款

事 業 費

財 源 内 訳

地方債

7,400

その他 一般財源

事 業 内 容

地震・風水害等による被災時の市民生活を守るため、市内の３箇所に
災害対策拠点を整備し、防災資機材を備蓄してきましたが、昨年の台風
１８号での経験を踏まえ、防災情報の配信や災害時における通信体制を
更に強化し、市民の皆様の安心・安全の確保に努めます。

○市民への防災情報配信事業
豪雨や大規模地震等の災害に関する情報や避難情報等を、あらか

じめ登録いただいた市民の皆様に、電子メールにより速やかにお知
らせすることで災害時の備えとし、安心・安全な生活を守ります。

○災害時通信確保事業
災害発生時等に、より円滑な情報伝達が行えるよう、避難所や消

防団等にデジタル無線機を配備し、防災の備えを向上します。

○東日本大震災以降の主な事業（平成２４年度・２５年度）
総事業費：387,200千円
・総括・危機管理監、防災政策監、防災安全課の新設
・危機管理対策チームの新設
・北部・中部・南部防災拠点の整備
・災害用マンホールトイレの整備
・備蓄物資の整備
・住民参加型防災訓練の実施
・地域防災計画の見直し

消防費 災害対策費項 消防費 目

7,400 千円

国・府

総 事 業 費 481,629千円（平成23年度～平成26年度）

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

担 当 部 課 市民生活部 防災安全課

電子メール

気象警報 特別警報 国民保護情報など

＜国の平成２５年度補正予算を活用した補正予算＞
事業費：8,022千円 財源：国費 8,022千円
○全国瞬時警報システム（Jアラート）自動起動装置導入

全国瞬時
警報システム
（Jアラート） 市役所

市 民
（携帯・パソコン）
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（ ）継続

事 業 名 公園防災設備整備事業

費 目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費

総 事 業 費

千円3,000事 業 費

―

災害時の一時避難所として、公園設備の防災機能の充実を図るため、
かまどベンチ、かまどスツールやソーラー式照明、ソーラー式時計を順
次整備し、安全・安心な公園づくりを行います。

○設置場所 一時避難所公園

○設置設備 ・かまどベンチ
・かまどスツール
・ソーラー式時計
・ソーラー式照明

事 業 内 容

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他 一般財源

3,000

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

担 当 部 課 建設産業部 市街地整備課

かまどベンチ使用例
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（ ）新規

事 業 名 上植野頭首工改修事業

費 目 款 農林水産費 項 農業費 目 農地費

総 事 業 費

千円11,000事 業 費

―

昨年の台風１８号での経験を踏まえ、今後においてもより一層、災害
に強いまちづくりを推進する必要があります。
昭和４７年に施工された上植野頭首工（小畑川に設置された農業用水

路へ取水するための可動堰）の老朽化に伴う改修工事を行うことで、周
辺の災害を未然に防ぐとともに、安定した農業用水の確保を図ります。

事 業 内 容

財 源 内 訳

国・府 地方債

1,250

その他 一般財源

9,750

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

担 当 部 課 建設産業部 産業振興課

○平成２６年度事業内容
・頭首工等整備計画作成

上植野頭首工流域等の環境保全に関する整備計画の作成

・農村地域防災減災事業調査設計事業
上植野頭首工の改修に向けた調査設計

○スケジュール
・平成２６年度 整備計画、調査設計

・平成２７年度 頭首工改修工事（予定）

上植野頭首工（小畑川可動堰）

18



（ ）

担 当 部 課 健康福祉部 子育て支援課

Ⅳ 福祉・子育ての充実

第５保育所については耐震診断調査により、建物の一部に耐震補強が
必要と判断されたことから、入所児童の安全を最優先として、平成２５
年度に策定した基本設計に基づき、国の安全基準をクリアするための耐
震補強を実施します。
また、耐震補強に併せて施設の一部改修を行い、保育環境の向上を図

ります。

基 本 設 計（平成２５年度）

↓

詳 細 設 計（平成２６年度）

↓

耐震補強工事の実施

事 業 内 容

Ⅲ 防災・減災対策
重 点 区 分

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他 一般財源

25,200 100,800

総 事 業 費

千円126,000事 業 費

130,000千円（平成25年度～平成26年度）

継続

事 業 名 第５保育所耐震補強事業

費 目 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所管理費
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（ ）

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

昭和５６年５月３１日以前に建てられた木造住宅の耐震診断と耐震改
修工事の費用の一部を支援し、地震に強いまちづくりを推進します。

○木造住宅耐震診断士派遣事業

・診断費１戸当たり５１千円のうち、４８千円を補助します。

・耐震診断件数：４０戸

○木造住宅耐震改修補助事業

・本格改修
本格的な耐震改修に要する工事費の３/４を補助します。
（最大９０万円）

・簡易改修
簡易な耐震改修に要する工事費の３/４を補助します。
（最大３０万円）

・耐震改修補助件数
本格改修：４０戸
簡易改修：４０戸

事 業 内 容

担 当 部 課 建設産業部 営繕課

財 源 内 訳

国・府 地方債

12,480

その他 一般財源

37,440

総 事 業 費

千円49,920事 業 費

―

継続

事 業 名 住宅耐震診断・改修事業

費 目 款 土木費 項 住宅費 目 住宅管理費
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（ ）継続

事 業 名 浸水対策下水道事業（石田川バイパス水路築造事業）

費 目 款 事業費 項 事業費

【下水道事業特別会計】

目

総 事 業 費

千円50,000事 業 費

90,000千円（14か月予算）

事 業 内 容

１ 目 的

「雨に強い安心・安全なまちづくり」を推進するため、イオン向日町
店付近の商業施設が集中する市街地において、石田川バイパス水路築造
による浸水対策を行います。

２ 実施方法

市道第２０８７号線歩道下の既存石田川の能力を補うバイパス水路の
築造を国庫補助事業として実施します。

○平成２６年度事業費 50,000千円
○石田川バイパス水路築造工事 Ｌ＝80ｍ

一般財源

雨水事業費

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他

20,000 30,000

担 当 部 課 上下水道部 下水道課

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

＜平成２５年度 補正予算計上＞
事業費 40,000千円
財源：国庫 19,126千円 市債 20,800千円

○石田川バイパス水路築造工事 Ｌ＝80ｍ

石田川バイパス水路築造総事業費：１億８千万円
（平成２４～２７年度）

※平成２７年度完成予定
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（ ）継続

事 業 名 下水道長寿命化事業

費 目 款 事業費 項 事業費

【下水道事業特別会計】

目

総 事 業 費

千円10,000事 業 費

―

事 業 内 容

１ 目 的

下水道施設の長寿命化を図るため、汚水管及びマンホールの点検を行
い、損傷の小さい段階で適切な補修を行います。
また、地下水の侵入など不明水対策を行うことで、汚水処理費用を節

減します。
これら施設の適切な維持管理を行うことにより、快適な生活環境を確

保し、安心・安全なまちづくりを進めます。

２ 実施方法

○管路点検
・マンホール管口テレビカメラ調査 ５００箇所

○管路補修
・止水工事 ２０箇所

一般財源

汚水事業費

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他

担 当 部 課 上下水道部 下水道課

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

10,000

マンホール管口テレビカメラ調査
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（ ） 【水道事業会計】

2,466 4,900

担 当 部 課 上下水道部 浄水場

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

34

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他

総 事 業 費

千円7,400事 業 費

―

事 業 内 容

１ 目 的

市民の皆様に安心・安全な水を安定して供給し、次世代まで持続でき
る水道を構築するため、物集女西浄水場を耐震化します。

２ 実施方法

国庫補助事業として物集女西浄水場浄水処理棟の耐震補強詳細設計を
行い、耐震工事を進めます。

○平成２６年度 物集女西浄水場浄水処理棟耐震補強詳細設計
↓

○平成２７年度 物集女西浄水場浄水処理棟耐震化工事

一般財源

継続

事 業 名 物集女西浄水場耐震化事業

費 目 款 資本的支出 項 建設改良費 目 改良工事費

物集女西浄水場浄水処理棟

23



（ ） 【水道事業会計】継続

事 業 名 老朽配水管更新事業

費 目 款 資本的支出 項 建設改良費 目 配水管布設費

総 事 業 費

千円186,240事 業 費

―

事 業 内 容

１ 目 的

市民の皆様に安心・安全な水を安定して供給するため、老朽配水管の
布設替えを行います。
経年老朽管布設箇所など緊急性を要する地域について、耐震性を考慮

した水道管に更新し、水質の保全、災害時の水の確保等に努めます。

２ 実施方法

管路の老朽度や耐震性などの物理的特性や重要度などから総合的に評
価を行い、優先順位の高い箇所から更新します。

○寺戸町大牧地区 （口径１００ｍｍ Ｌ＝２６０ｍ）
○寺戸町東野辺地区 （口径 ５０ｍｍ Ｌ＝ ８０ｍ）
○森本町四ノ坪地区 （口径 ５０ｍｍ Ｌ＝１８０ｍ）
○森本町天神森地区 （口径 ５０ｍｍ Ｌ＝２５０ｍ）
○鶏冠井町荒内地区 （口径 ５０ｍｍ Ｌ＝３４０ｍ）
○上植野町庄ノ内地区 （口径１００ｍｍ Ｌ＝３２０ｍ）
○上植野町中福知地区 （口径１００ｍｍ他 Ｌ＝３９０ｍ）

一般財源

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他

121,000

担 当 部 課 上下水道部 上水道課

重 点 区 分 Ⅲ 防災・減災対策

65,240
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（ ）

【胃がんリスク検診のリスク判定】

ピロリ菌

胃粘膜萎縮度

胃がん危険度

精密検査

新規

事 業 名 胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）

費 目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 成人保健費

財 源 内 訳

事 業 費 760 千円

国・府 地方債 その他 一般財源

生涯でがんになる確率は、２人に１人で、高齢化の進行とともに増加
しています。
本市では、がん対策として、胃がん検診をはじめ、各種がん検診を実

施していますが、受診率を向上し早期発見、早期治療につなげることが
重要であることから、胃がん検診に加え、新たに、身体的負担が少ない
胃がんリスク検診を乙訓医師会と連携して実施します。

○対象者 ６０歳の市民

○検診場所 乙訓管内協力医療機関

○検診内容 問診、血液検査

※６０歳の方の従来の胃がん検診受診率は約５％でしたが、新たに胃
がんリスク検診を実施することにより、受診率が約２０％に向上す
ることが見込めます。

○胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）とは
胃がんリスク検診は、胃がんの原因の多くが、ピロリ菌感染であ

ることから、血液検査でピロリ菌感染の有無と胃粘膜萎縮の程度を
測定し、将来胃がんになりやすいかをどうかを調べる検診です。

Ａ群 Ｂ群 Ｃ群

760

総 事 業 費 ―

陰性 陽性 陽性

陰性 陰性 陽性

低 高

不要 胃内視鏡検査

重 点 区 分 Ⅳ 福祉・子育ての充実

事 業 内 容

担 当 部 課 健康福祉部 健康推進課
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健康福祉部 障がい者支援課

158

総 事 業 費 ―

重 点 区 分 Ⅳ 福祉・子育ての充実

担 当 部 課

事 業 内 容

重度障がい児（者）の方が入院されたときに、医療機関のスタッフと
の意思疎通が十分に図ることができない場合、ご本人との意思疎通に熟
達したコミュニケーション支援員を入院先に派遣し、医療機関のスタッ
フとご本人との円滑なコミュニケーションをサポートします。

○利用対象者

・障害者総合支援法に規定する重度訪問介護又は行動援護を
利用している方

・意思の伝達が困難な方

・入院先の医療機関の承諾を得られる方

※ 乙訓二市一町が新規事業として同時に実施します。

財 源 内 訳

事 業 費 630 千円

国・府 地方債 その他 一般財源

472

新規

事 業 名 重度障がい児（者）入院時コミュニケーション支援事業

費 目 款 民生費 項 社会福祉費 目 障がい福祉費
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重 点 区 分 Ⅳ 福祉・子育ての充実

少子化や核家族化などにより子育てを取りまく環境が変化するなか、
子どもの育ちと子育てを地域全体で支援していくことが重要となってき
ていることから、子育て支援拠点施設を新たに１か所開設します。
また、新たな拠点施設については、初めてとなる土曜開所を試行的に

行います。

○開所時間 １日５時間程度、土曜日を含む週３～４日を予定

○事業内容 ・子育て中の親子の交流スペースの提供
・子育てについての相談や情報の提供
・学習会の開催

事 業 内 容

担 当 部 課 健康福祉部 子育て支援課

財 源 内 訳

国・府 地方債

440

その他 一般財源

13,060

総 事 業 費

千円13,500事 業 費

―

拡大

事 業 名 地域子育て支援拠点拡大整備

費 目 款 民生費 項 児童福祉費 目 保育所管理費

子育て支援拠点の事業の様子（子育て支援センターさくら）
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事 業 名 私立幼稚園就園奨励費補助事業

費 目 款 教育費 項 教育総務費 目 幼児教育振興費

総 事 業 費

千円98,800事 業 費

―

財 源 内 訳

国・府 地方債

65,873

その他 一般財源

32,927

重 点 区 分 Ⅳ 福祉・子育ての充実

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであ
り、全ての子どもに質の高い幼児教育を保証するため、幼児教育に係る
保護者負担の軽減を図ります。

○多子世帯の保護者負担軽減の拡充
第２子の保護者負担を半額にしたうえで所得制限を撤廃し、第３

子以降についても所得制限を撤廃します。

＜主な補助金額の改正＞

事 業 内 容

担 当 部 課 教育部 教育総務課

第３子 0円

現 行

308,000円

改 正

154,000円

現 行

185,000円

改 正

補助対象

・小学校１～３年生の兄・姉がいない場合

● 年収 約３６０万～約６８０万円の世帯

改 正

0円 154,000円第２子

・小学校１～３年生の兄・姉がいる場合

・小学校１～３年生の兄・姉がいる場合

補助対象

補助対象

第２子

第２子

114,000円

現 行

0円

● 年収 約６８０万円～の世帯
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※夏休みについては、平成２４年度から早朝開所実施

振 替 休 日

午前8時30分～午後6時
（午後7時までの延長あり）

午前8時～午後6時
（午後7時までの延長あり）

午前8時～午後6時
（午後7時までの延長あり）

重 点 区 分 Ⅳ 福祉・子育ての充実

担 当 部 課 教育部 生涯学習課

総 事 業 費

事 業 内 容

平 日

児童が安心・安全に過ごすことができ、保護者も安心して就労するこ
とができるよう、平成２４年度から実施した夏休み期間中の早朝開所に
加え、平成２６年度から、冬休み・春休み期間（土曜日を除く）、ま
た、学校行事の振替日についても早朝開所を行います。

長 期 休 暇 期 間 等 開 所 時 間

冬 休 み

夏 休 み

春 休 み

―

現 行

千円1,000

改 正

800
事 業 費

財 源 内 訳

国・府 地方債 その他 一般財源

200

拡大

事 業 名 留守家庭児童会早朝開所

費 目 款 教育費 項 社会教育費 目 留守家庭児童会育成費

留守家庭児童会おたのしみ会の様子
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